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新年度の始まりにあたって 
                                 

 校長  西村 隆正 

隠岐高校に赴任して２年目の春を迎えました。「隠岐は絵の島、

花の島」と唄われますように、この隠岐の島は至る所に桜の木があり、

それらが咲き誇る景色は美しく、気持ちを和ませてくれます。 

 さて、本校の校訓は平成７年度に定められ、次の通りです。 

 

この校訓の伝統を受け継ぎ、教育目標を次のように掲げています。 

 

併せて、「本校の使命」、「本校のめざすすがた」を定めました。 

 

 

 そして、これらを達成するために、本年度の重点目標を以下の通

り定めました。 

 

全教職員がこれらの目標に向かって前向きに取り組んで参ります

ので、保護者の皆様、地域の皆様には本校教育活動に対してご理

解ご協力をよろしくお願いいたします。 

４月８日に始業式、９日に入学式を行い、６３名の新入生を迎え、

全校生徒２０１名で平成３１年度がスタートしました。 

始業式、入学式でも触れましたが、４月１日に新しい元号の発表

があり、「令和」と決まりました。安倍総理の会見では、初めて日本の

書物である万葉集から引用され、「人々が美しく心を寄せ合う中で、

文化が生まれ育つという意味が込められている」と説明がありました。

また、「悠久の歴史と香り高き文化、四季折々の美しい自然、こうし

た日本の国柄をしっかりと次の時代へと引き継ぎ、一人一人の日本

人が明日への希望とともにそれぞれの花を大きく咲かせることがで

きる日本でありたいとの願いを込めた」とも述べられています。 

「悠久の歴史」、「香り高き文化」、「四季折々の美しい自然」、まさ

に世界ジオパークに認定されている隠岐諸島が思い浮かびます。

この隠岐で高校生活を過ごす生徒諸君こそ、「令和」という時代をど

う生きるかを考え、明日への希望とともにそれぞれの花を大きく開か

せていってほしいと思います。 

これから時代は、未来の新しい姿を考え、人工知能やＡＩにはで

きない人間ならではの感性で人生をより豊かにし、次々と現れる新

たな課題を前向きに受け止め自分から行動し、他者と協働して立ち

向かう、そういう人材が求められています。 

いつの時代も社会に大きな変革をもたらしてきたのは若い力です。

明治維新もそうであるし、隠岐（騒動）における自治コミュニティの樹

立もそうです。彼らは自分の「夢」というレベルではなく、「志」という

レベルで社会を考え、行動を起こしたことが、大きな変革につながっ

ていったのだと思います。 

繰り返し言っていますが、隠岐高校には「志の道」があります。皆

さん一人一人が自分自身の「志」を立て、その「志」の実現に真剣に

取り組んでほしいと思います。「令和」の時代を生徒諸君の熱い「志」

で歩んでいってほしいと思います。 

 校  訓  

健(健やかにして)・智(智を以って)・拓(未来を拓く) 

 教育目標  

健康で、確かな学力を持ち、自立する生徒を育成する。 

～現在と未来の隠岐を支える人材の育成～ 

 本校の使命  

１．地域と協働しながら、地域や社会の未来を切り拓く人

材を育成する 

２．隠岐地区の普通科・商業科併設高校として、生徒一人

一人の進路希望を実現させる 

３．魅力ある学校づくりを推進し、社会に開かれた教育活

動を実践し、隠岐地区の活性化に寄与する 

 本校のめざすすがた  

  １．学校像 

    (1) 生徒が安全に安心して学ぶことができる学校 

    (2) 生徒・教職員が積極的に教育活動に取り組む学校 

    (3) 生徒・保護者、地域から信頼される学校 

  ２．生徒像 

    (1) 健 自他の人権を尊重し、豊かな人間関係を構築

できる、心身ともにたくましい生徒 

    (2) 智 自分の目標に向かって、主体的に学び、確か

な学力を身につける生徒 

    (3) 拓 視野を拡げ、自らの人生と地域や社会の未来

を切り拓いていく生徒 

  ３．教職員像 

    (1) 高い人権感覚を有し、安心・安全な学校づくりを

推進する教職員 

    (2) 自己の資質・指導力向上をめざし、学び続ける教

職員 

    (3) 「チーム隠岐高」の一員として協働し、互いに支

え合う教職員 

 平成３１年度重点目標  

１．生徒に丁寧に向き合い、安心して学べる集団づくりを

行う 

２．主体的に学ぶことを促し、確かな学力を身につけさせ

るとともに、様々な活動を通して、生徒の自己実現を支

援する 

３．「教育魅力化事業」を通して、地域と連携し信頼される

学校づくりを行う 

回覧 



卒業式 

3月 1日（金）平成 30年度卒業式を行いました。普通科 50名、

商業科 28名の卒業生を見送りました。校長先生から、卒業生にむ

けて「人に感動を与える人」「人から感謝される人」になってほしいと

いう、はなむけの言葉が贈られました。来賓の方からは、「高校時代

の友人は一生の財産になる」ということ、「将来の隠岐の島を担う隠

岐人になってほしい」という激励の言葉をいただきました。 

 

 

 

ベースボールフェスタ in 隠岐 

3月 3日（日）隠岐高校野球グラウンドを会場にベースボールフ

ェスタ in 隠岐を開催しました。本校の野球部が中心となって、地域

の園児や児童たちに野球の楽しさや魅力を伝えるためのイベントで

す。当日は午前の部（野球体験会）に約 30名、午後の部（学童野

球教室）に約 50名の園児や児童に参加していただきました。どちら

の部とも高校生と一緒に野球を楽しんでもらえ、笑顔が絶えない一

日でした。 

 

 

 

 

 

１年生 ジオパーク研究中間発表 

3月 14日（木）1年生ジオパーク研究中間発表を行いました。今

年度は布施地区にフィールドワークに出かけ、布施地区の抱える課

題を解決するための方法を各グループで考え、ここまで進めてきた

内容について発表しました。外部からも 20名程度来校いただき、

生徒の発表に対してのアドバイスをいただきました。今回いただい

たアドバイスをもとに来年度以降の研究につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隠岐高校ジオパーク研究発表会 

3月 26日(火)隠岐支庁にて、ジオパーク研究発表会を行いまし

た。発表したのは関西研修旅行時に大阪大学でプレゼンテーショ

ンを行った代表の４班です。オオキンケイギクについて研究した班

は９月にインドネシアで行われる第６回アジア太平洋ジオパークネッ

トワークシンポジウムに参加します。 

 

 

 

全国高等学校マイプロジェクトアワード出場 

3月 23日（土）東北芸術工科大学外苑キャンパスで行われた平

成 30年度全国高校生マイプロジェクトアワード 2018全国 Summit

に島根県代表として、2年 3組高梨起君と谷本誓さんが出場してき

ました。1年次よりジオパ

ーク研究で取り組んでき

た「オオキンケイギク」に

関する取り組みについ

て、発表しました。最終

選考には選ばれません

でしたが、県代表として

堂々と発表することが出来ました。 

 

平成 31 年度入学式・入寮式 

4月 9日(火)隠岐の島の桜の花が満開を迎える中、晴天にも恵

まれ、本校体育館で平成 31年度入学式を行いました。本年度は普

通科 43名、商業科 20名の生徒が入学し、高校生活のスタートを

切りました。 

また、入学式後に本校の寄宿舎（清明寮）で入寮式を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


